別添様式


　　　　　　　　　保健活動の展開図　活用シート　　　（　　年　月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　氏名
	テーマ
  (事業）
	

	問題発見

事業を実施していて感じている問題

	

	実態把握
①事業の参加者または対象者３事例の状況をまとめる。
②問題発見に記述した「問題」に関連すると思われる「項目」を設定し、線を引いて表を作成する。
③３つの事例から見えた地域の課題を記述する。

	項目
事例A
事例B
事例C
事例から見えた地域の課題（個別支援にとどまらず、担当地域（領域）において、組織的な解決が必要と思われる状況の説明）

	地域診断
	保健従事者が捉えた地域の実態（活動を通して把握している質的な情報、住民の意識や行動、価値観、関係する地域資源（関係機関・サービス・住民団体など））
関連する事業とその実績

保健統計
地域の健康課題
上記の情報やデータの要約と解釈に基づいて、どのような状況が問題となっており、どのような取り組みが必要かを述べる。取り組みには地域診断で明らかにした地域資源などの活用を含める。


	活動計画


	めざす地域の姿

取り上げる事業名【　　　　　　】

事業目的

事業目標

1 短期的目標（今年度の事業実施終了時点で評価する内容,主に事業の対象者を主語とした目標、事業に係る関係者が主語となる場合もある）
2 中長期的目標（１年後または５年・１０年後に評価する内容・目指す地域に到達しているかどうかを評価するための目標,事業の対象者集団を主語とした目標、地域コミュニティや地域ケアシステムレベルの目標も含む）


	評価計画
（評価の視点と評価のための情報収集方法）
	プロセス評価の計画（事業の実施方法・プロセスが適切だったかどうかの評価）
結果評価の計画（設定した目標に対する評価・短期的目標に焦点をあてる）

	実践
	事業内容（実施内容）



	評価結果


	プロセス評価の結果


	
	結果評価の結果


	今後の課題と取り組み
	事業（活動）の企画の評価（目標や対象の設定、周知方法やプログラム内容の評価、事業を行って新たに分かった実態）と総括
今後の課題と次年度の取り組み計画




